
令和３年(2021 年)度事業実施報告 

 

【概要】 

新型コロナウイルス感染症が収束に至らなかったことから、ATWS2021 北海道については、

アドベンチャートラベル・ワールドサミット・バーチャル北海道／日本(ATWS 北海道/日本)

としてバーチャルで開催した。実行委員会構成員及び地域の関係者が一体となった取り組み

により、ウィズコロナ社会における新しい形として、北海道のアドベンチャートラベルのコース

などの映像を通じて、北海道ならではの魅力を世界各地のより多くの方々に発信し高い評価を得

ることができた。最終日のクロージングセレモニーにおいて、主催者のアドベンチャートラベル・

トレードアソシエーション（ATTA）から、2023 年の ATWS の開催地を北海道に内定したことが

発表され、令和 4 年 2 月 9 日に正式に北海道が開催地として決定し、引き続き、実行委員会各構

成員が一体となって、開催に向けて準備を行った。 

 

【各事業の内容】 

１ 「アドベンチャートラベル・ワールドサミット・バーチャル北海道／日本」開催 

  ○日時  令和 3 年 9 月 20 日(月祝)～24 日(金) 

  ○参加者 617 名（58 か国） 

○内容   

  Virtual Event Platform ”Eventtia”によるオンライン開催 

（１） オープニングセレモニー”SUMMIT WELCOME”（1 日目） 

・国土交通大臣及び知事挨拶の映像制作・放映 

・Virtual Japan Adventure の紹介映像制作・放映 

（２） バーチャルジャパンアドベンチャー（1～4 日目） 

・日本のＡＴの映像制作・放映（毎日 30 分×2 本） 

（３） セレブレイティング北海道（4 日目） 

・日本政府観光局（ＪＮＴＯ）の日本・北海道紹介動画制作・放映 

・秋辺日出男氏の講演動画制作・放映 

・知事メッセージの動画制作・放映 

（４） 北海道ラウンジ（1～4 日目）（北海道観光振興機構） 

・道内自治体、旅行会社、事業者、団体より集約した動画 18 本、AT コース・コ

ンテンツ 28 商品の公開およびアイヌ文化、縄文文化などの AT 関連情報 7 つの

紹介 

・北海道ラウンジ運営 

（５） ATTA による企画・運営 

       ・オンライン商談会 

       ・メディア交流会 

       ・各種講演及び分科会 

 

２ 事務局運営 
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  （１）会議運営 

・時 期：通年 

・内 容：実行委員会総会（４、５、７、９月） 

実行委員会幹事会（４，５、７、１０、１２月） 

ATTA とのテレビカンファレンス（通年 計２３回 ） 

実行委員会事務局での会議（通年 計１０回） 

（２）広報宣伝 

      ・時 期：通年 

      ・内 容：ATWS 北海道/日本ランディングページの運営、実行委員会 HP による情報

発信、メディアへの情報提供等 

（３）各種調整 

      ・時 期：通年 

      ・内 容：ATWS 開催に係る関係機関との調整 

（４）スポンサー活動 

・時 期：令和 3 年 4 月～9 月 

・内 容：ATWS 北海道/日本におけるスポンサー獲得に向けた取組 

（５）ATWS2023 実施準備 

     ・時 期：令和 3 年 9 月～令和 4 年 3 月 

     ・内 容：ATTA との契約・着手金支払い、ATWS2023 に向けた準備・PR 

 

【決算案及び監査報告書】 

   資料 2-2「アドベンチャートラベル・ワールドサミット北海道 実行委員会 令和３年度   

決算書」及び資料 2-3「監査報告書」のとおり 

 

《参考（関連事業）》 

 １ 北海道運輸局 

（１）ATWS 北海道/日本 出展関連事業 

   ※北海道エアポート株式会社との連携事業 

  ・ATTA の WEB サイト上における情報事前発信 

  ・商談会におけるビジネスマッチング 

  ・PR 動画等広報資料の制作 

 （２）Adventure Travel Hokkaido 映像制作・純広告事業 

   ※北海道エアポート株式会社との連携事業 

  ・ウォーターアクティビティを中心とするグリーンシーズンの映像 2 本作成 

  ・純広告（YouTube True View インストリーム広告、Paddling Magazine での 

タイアップ記事掲載、SNS・メルマガでの広告） 

（３）非動力アドベンチャートラベルモデルルート設定事業 

「阿寒摩周国立公園トレイルネットワーク構想」を活用し非動力(人力及び電動）の 

アクティビティによる環境への負荷を最低限に抑えたモデルルートを設定 

（４）冬季 AT ツアー造成事業 



海外の冬季 AT ツアーの事例調査や、道内の関係者へ向け AT 理解促進のための研修を 

実施した上で、DMO と連携し道内３地域で冬季 AT ツアーを造成 

    実施地域：千歳～ニセコエリア、大雪エリア、道東エリア 

（５）ＡＴスルーガイド研修 

 マーク・ブラジル博士を講師に招き、PSA を案内するスルーガイド等に対し、 

英語のみを用いたアウトドアフィールドでの研修を実施 

 

 ２ 北海道観光振興機構 

（１）アドベンチャートラベル受入体制整備事業 

ATWS 北海道/日本に向け、商品造成や商談会に向けた準備、道内ツアーオペレータ

ーとの連携、サミット終了後の継続的な取り組みを実施 

・オンラインマッチング商談会開催（道内事業者）（6 月） 

・アドベンチャートラベル・オンラインシンポジウムの開催（9 月） 

・ATWS 北海道/日本マーケットプレイス参加（9 月） 

・ATWS 北海道/日本北海道ラウンジ運営（9 月） 

・AT 商品造成人材育成事業（10、11 月） 

・AT 冬季市場調査事業 

・AT 商品造成のための冬コンテンツ検証事業 

・AT ウェブサイト掲載用モデルコース造成事業 

・オンライン商談会開催（道内事業者と海外事業者）（2 月） 

（２）共同・協業販路開拓支援補助金事業 

     ATWS 北海道/日本ジャパンアドベンチャーラウンジ出展、現地調査・研究会、国内

商談会、相談会及び欧米事業者とのオンライン商談会等を実施 

（３）観光人材育成事業 

     世界基準のガイディングスキルに対応できるガイドの養成、およびツアーオペレー

ター等の AT 商品企画スキル向上を目指したセミナー等を開催。 

 

３ 北海道 

（１）北海道 AT ガイド認証制度検討事業 

  様々な能力を要求されるアドベンチャートラベルに対応したガイドを育成するため

の制度のあり方について検討を実施 

 

４ JNTO 

（１） アウトドアアクティビティ・ウェブサイトの保守・運用及び情報発信事業 他 

AT 特設ページの保守・運用及び情報拡充、誘引広告 

（２） 「ATWS 北海道/日本」におけるアドベンチャートラベル情報発信事業 

デジタル日本ラウンジ運営 

（３） 米国市場における AT 関連事業 

Elevate2021 への出展、アウトドアツーリズムに特化した商談会開催 

 



 

５ 北海道商工会議所連合会 

（１） モニターツアー開催 

北海道の AT の魅力を発信するため、サイクリング（マウンテンバイク）のモニター

ツアーを開催（10月） 

 



（収　入） （単位：円）

予算額 決算額 増減額

１　前年度繰越金 29,334,329 29,334,329 0

２　協賛金収入 7,700,000 6,600,000 -1,100,000 

３　雑収入（預金利息） 0 169 169

37,034,329 35,934,498 -1,099,831 

※（観光庁事業費） （単位：円） （単位：円） （単位：円）

予算額 決算額 増減額

１　観光庁事業費 37,900,000 37,458,800 -441,200 

37,900,000 37,458,800 -441,200 

※（収入・事業費合算額） （単位：円） （単位：円） （単位：円）

予算額 決算額 増減額

　　収入・事業費合算額 74,934,329 73,393,298 -1,541,031 

74,934,329 73,393,298 -1,541,031 

（支　出）

予算額 決算額 増減額

１　事業費 60,660,000 60,068,284 -591,716

（１）　映像等制作事業 40,400,000 39,248,500 -1,151,500

　　　・動画制作、HP改修等

　
（２）　映像編集事業 18,400,000 18,118,800 -281,200

　　　・映像編集

（３）　事務局調整旅費 1,200,000 760,984 -439,016

　　　・事務局旅費

（４）　アドバイザリー料 660,000 1,940,000 1,280,000

　    ・リーガルチェック　等

２　事務局経費 2,140,000 1,920,772 -219,228

（１）　事務局運営費 1,440,000 1,583,342 143,342

　　　・Wifiレンタル、タブレットレンタル、パソコンリース　等

　
（２）　事務局予算管理費 700,000 337,430 -362,570

　　　・振り込み料、印鑑作成費、消耗費　等

３　その他 12,134,329 10,583,950 -1,550,379

（１）主催者との調整に係る費用（ATWS2023着手金）

　
４　繰越金 0 820,292 820,292

74,934,329 73,393,298 -1,541,031
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令和 4 年(2022 年)度実施予定事業計画 

 

【概要】 

ATWS2023 の開催効果を最大化するとともに、ATWS の開催を契機に、アドベンチャート

ラベルが本道観光を代表するツーリズムの一つとなるよう、機運醸成や人材育成、コース造成

及び北海道のブランド力向上に、実行委員会の各構成員が一体となって取り組む。 

 

【各事業の内容】 

１ ATWS2023 実施計画作成 

      ・時 期：５月～２月 

      ・内 容：ATWS2023 開催に向けた実施計画の作成 

 ２ ATWS2023 PSA/DOA の追加コースの選定 

    ・時 期：４～６月（選定） ※ATTA による審査時期は調整中 

    ・内 容：プレサミットアドベンチャー（PSA：ATWS 参加者のうち、希望者が参加す 

る大会の開催前に実施される 4 泊程度の AT 体験ツアー）、デイオブアドベン 

チャー（DOA：ATWS の初日に開催される、参加者が全員参加する日帰り AT 

ツアー）の充実のための追加コース選定 

 ３ ATWS2022 出展等 

    ・時 期：10 月 

    ・内 容：スイスにて開催される ATWS2022 の場にて北海道 PR を実施 

４ ATTA 道内視察対応 

    ・時 期：調整中 

・内 容：ATTA メンバーによる開催地視察対応 

 ５ Post Summit Adventure 造成 

    ・時 期：５～１０月 

    ・内 容：ATWS 会期後に開催する、招待制の AT コース体験視察・商談会開催のた 

         め、体験視察コースを造成（３地域を予定） 

 ６ 広報宣伝活動 

    ・時 期：通年 

    ・内 容：HP による情報発信、事務局運営に必要な情報開示等 

 ７ スポンサー活動 

    ・時 期：通年 

    ・内 容：ATWS2023 開催に向けたスポンサー獲得に向けた取組 

 ８ 各種調整 

    ・時 期：通年 

    ・内 容：ATWS2023 開催に向けた道内関係者との連絡調整 

 ９ 事務局運営 

（１） 会議運営 

・時 期：通年 

・内 容：実行委員会総会（５、１１月） 
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実行委員会幹事会（５、８、１１、２月） 

ATTA とのテレビカンファレンス（通年） 

実行委員会事務局連絡会議（通年） 

（２）事務局運営 

      ・時 期：通年 

      ・内 容：ATWS2023 開催準備や各種対応を行うための事務運営 

 

 

【予 算 案】 

   令和４年度予算案については資料 3-2「アドベンチャートラベル・ワールドサミット北海道

実行委員会令和４年度 予算案」のとおり。 

 

 

《参考（関連事業）》 

１ 北海道運輸局 

 （１）ATWS 出展・AT 旅行会社招請事業（予定） 

   ※北海道エアポート株式会社との連携事業 

 （２）AT ツアーにおけるサステナブル対応磨き上げ事業 

・持続可能な観光セミナー・ワークショップ・ガイド研修の実施 

・ATWS2023 に向けた AT ツアーの磨き上げ、実地踏査による検証 

 

 ２ 北海道観光振興機構 

（１） アドベンチャートラベル推進事業 

(ア) AT 商品プロモーション事業 

ポータルサイト整備、映像制作、ATWS2022 出展 

(イ) AT 商品造成・販売体制構築事業 

冬期商品造成、国内連携商品造成及び商談会、商品造成のためのコンテンツ検証、

サイクルルート整備、市場調査、道内事業者オンライン商談会、オンラインシンポ

ジウム開催 

(ウ) AT 人材育成事業 

アドベンチャートラベル関連の人材育成事業（アクティビティガイド野外救急、ア

クティビティガイド英語能力、スルーガイド能力）を実施 

（２） AT 受入体制整備事業 

体験型観光商談会、国内プロモーション 

 

 ３ 北海道 

 （１）北海道 AT ガイドトライアル事業 

 北海道における AT に対応した新たなガイド制度の検討及びトライアル事業の実施 

 

 ４ JNTO 

 （１）Adventure Travel World Summit における情報発信事業 



日本ラウンジ（仮称）運営、プレゼンテーション、商談会等 

 （２）アドベンチャートラベル動画制作及び情報発信事業 

Virtual Japan Adventure を活用した動画制作及び動画広告 

（３）アドベンチャートラベルページ情報拡充及び情報発信事業 

AT 特設ページの情報拡充及び誘引広告 

（４）米国市場における AT 関連事業 

Elevate2022 への出展、アウトドアツーリズムに特化した商談会開催 

 

５ 札幌市 

 （１）アドベンチャートラベル理解促進・商品造成事業 

    AT に関わる札幌圏の事業者の裾野拡大と商品造成にむけた各種取組を実施 

 

６ 北海道商工会議所連合会 

 （１）モニターツアーの開催（予定） 

    北海道の AT の魅力を発信するため、モニターツアーを開催 



ATWS2023に向けた令和４年度の主な取組

ATWSバーチャル開催(R3.9)

・ 道内ＡＴの魅力を動画発信
・ オンライン商談会、交流会
・ 各種講演会・分科会開催

ATWSリアル開催(R5.9)

R3年(2021)度

R4年(2022)度 R5年(2023)度

④商品販売体制の整備

● ポストサミットアドベンチャーの商品造成【再掲】
（実行委員会）

○ 冬期を含めた通年の商品造成【再掲】(観光機構）
○ 商談会の開催（観光機構・JNTOなど）

○ 旅行会社招請（予定）（運輸局）

③高い顧客ニーズに対応した魅力あるコンテンツ・コースの設定

○ 冬期を含めた通年の商品造成(観光機構）
○ ATツアーの磨き上げ、検証（運輸局・観光機構）

● ポストサミットアドベンチャーの商品造成（実行委員会）

● DOA、PSAの充実（運輸局・実行委員会）

②質の高いガイド等の育成・確保

○ 新たなガイド制度の検討、トライアルの実施（北海道）

○ 持続可能な観光セミナー・研修等（運輸局）

○ 野外救急救命の研修（観光機構）

○ 外国語能力研修(観光機構)

①機運の醸成・日本国内外における認知度の向上

● ATWS2023に向けた機運醸成(実行委員会等)
○ PR動画制作・充実（観光機構・JNTOなど）

○ オンラインシンポジウム開催（観光機構）

○ webサイト整備（観光機構・JNTOなど）

チャンスを活かし、ATWS2023の
開催効果を最大に！

【凡例】
●…実行委員会が主体となるもの
○…各機関が主体となるもの

○ ATWS2023開催に向けた準備

● ATWS2022への参加・出展
(実行委員会ほか、各関係機関)

● 実施計画の作成（実行委員会）

● ATTA招聘（実行委員会）
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第３号議案：資料3-2

（収　入） （単位：円）

予算額

１　前年度繰越金 820,292

２　負担金収入　（北海道及び市町村） 46,054,000

３　協賛金収入 6,000,000

52,874,292

（支　出）　

予算額

１　事業費 47,851,200

（１）　ATWS2023実施計画作成 3,600,000

　　　・外部アドバイザリー費用

　
（２）　ATWS2022出展等 25,058,000

　    ・出展費、旅費等

（３）　ATTA道内視察対応 2,776,000

　    ・ATTA招聘旅費（道内開催地視察）

（４）　Post Summit Adventure造成費 12,000,000

　　　・コンテンツ検証、コース造成

（５）　広報費 3,250,000

　　　・広告料（ATWS2023に向けた機運醸成）

（６）　事務局旅費 1,167,200

　　　・道内関係者との調整、スポンサー獲得活動

２　事務局経費 3,553,000

（１）　事務局運営費 2,641,000

　　　・Wifiレンタル、タブレットレンタル、パソコンリース　等

　

（２）　事務局予算管理費 912,000

　　　・振込料、通信費、消耗費　等

３　その他 1,470,092

（１）予備費

　

52,874,292合　計

アドベンチャートラベル・ワールドサミット北海道実行委員会
令和４年度 予算案

科　目

計

科　目



■実行委員会規約別表について、組織改正による委員・幹事職名変更のため、下記新旧対照表のとおり改正を行う。 

新 旧 

（別表１） 

○委 員  

所 属 職 名 備 考 

北海道 知事 会長 

公益社団法人北海道観光振興機構 会長 筆頭副会長 

札幌市 市長 副会長 

釧路市 市長 副会長 

国土交通省北海道運輸局 局長 副会長 

経済産業省北海道経済産業局 局長 副会長 

北海道経済連合会 会長 監事 

北海道経済同友会 代表幹事 監事 

一般社団法人北海道商工会議所連合会 会頭  

北海道商工会連合会 会長  

北海道アドベンチャートラベル協議会 会長  

一般社団法人北海道体験観光推進協議

会 

代表理事  

日本航空株式会社 北海道支社長  

全日本空輸株式会社 札幌支店支店長  

株式会社ＡＩＲＤＯ 代表取締役社長  

北海道エアポート株式会社 代表取締役社長  

北海道旅客鉄道株式会社 代表取締役社長  

一般社団法人北海道バス協会 会長  

一般社団法人日本旅行業協会 北海道支部長  

一般社団法人全国旅行業協会 北海道支部長  

 

 

（別表１） 

○委 員  

所 属 職 名 備 考 

北海道 知事 会長 

公益社団法人北海道観光振興機構 会長 筆頭副会長 

札幌市 市長 副会長 

釧路市 市長 副会長 

国土交通省北海道運輸局 局長 副会長 

経済産業省北海道経済産業局 局長 副会長 

北海道経済連合会 会長 監事 

北海道経済同友会 代表幹事 監事 

一般社団法人北海道商工会議所連合会 会頭  

北海道商工会連合会 会長  

北海道アドベンチャートラベル協議会 会長  

一般社団法人北海道体験観光推進協議

会 

代表理事  

日本航空株式会社 北海道地区支配人  

全日本空輸株式会社 上席執行役員北海道支

社長 

 

株式会社ＡＩＲＤＯ 代表取締役社長  

北海道エアポート株式会社 代表取締役社長  

北海道旅客鉄道株式会社 代表取締役社長  

一般社団法人北海道バス協会 会長  

一般社団法人日本旅行業協会 北海道支部長  

一般社団法人全国旅行業協会 北海道支部長  
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新 旧 

（別表３） 

○幹 事  

所 属 職 名 備 考 

北海道 経済部観光局長  

公益社団法人北海道観光振興機構 事務局長  

札幌市 経済観光局観光・MICE

推進部長 

 

釧路市 産業振興部観光振興担

当部長 

 

国土交通省北海道運輸局 観光部長  

経済産業省北海道経済産業局 総務企画部長  

北海道経済連合会 常務理事  

北海道経済同友会 専務理事事務局長  

一般社団法人北海道商工会議所連合会 常務理事  

北海道商工会連合会 専務理事  

北海道アドベンチャートラベル協議会 会長  

一般社団法人北海道体験観光推進協議会 専務理事  

日本航空株式会社 北海道支社事業部部長  

全日本空輸株式会社 札幌支店支店長  

株式会社ＡＩＲＤＯ 営業部長  

北海道エアポート株式会社 営業開発本部観光開発

部部長 

 

北海道旅客鉄道株式会社 営業部インバウンドグ

ループ課長 

 

一般社団法人北海道バス協会 専務理事  

一般社団法人日本旅行業協会 北海道事務局事務局長  

一般社団法人全国旅行業協会 北海道支部事務局長  
 

（別表３） 

○幹 事  

所 属 職 名 備 考 

北海道 経済部観光局誘客担当

局長 

 

公益社団法人北海道観光振興機構 事務局長  

札幌市 経済観光局観光・MICE

推進部長 

 

釧路市 産業振興部観光振興担

当部長 

 

国土交通省北海道運輸局 観光部長  

経済産業省北海道経済産業局 総務企画部長  

北海道経済連合会 常務理事  

北海道経済同友会 常務理事事務局長  

一般社団法人北海道商工会議所連合会 常務理事  

北海道商工会連合会 専務理事  

北海道アドベンチャートラベル協議会 会長  

一般社団法人北海道体験観光推進協議会 専務理事  

日本航空株式会社 北海道地区総務部部長  

全日本空輸株式会社 北海道支社副支社長  

株式会社ＡＩＲＤＯ 営業部長  

北海道エアポート株式会社 営業開発本部観光開発

部部長 

 

北海道旅客鉄道株式会社 営業部インバウンドグ

ループ課長 

 

一般社団法人北海道バス協会 専務理事  

一般社団法人日本旅行業協会 北海道事務局事務局長  

一般社団法人全国旅行業協会 北海道支部事務局長  
 

 


